
 



 



 



 



 



 



 



 



黄庭不死法印之生命力空間 
講座年間内容のご案内 

生と死の境界を探求する集中講座 
2026年 7月～2027年 6月 

 
これは、梁先生が講師として皆さまに伝授 
する今年度の講座の内容を説明するものです。 
師範生命力空間（水曜・日曜︓北千住） 
生命力脳力神力開発（月曜︓銀座） 

この二つの講座の共通概念です。 



黄庭不死法印之生命力空間 
生と死の境界を探究する集中講座 2026年7月～2027年6月 

師範生命力空間  水・日曜日、秘伝  生命力脳力神力開発  銀座月曜日教室 120歳の健やかな人生と智慧をあなたへ 
 

この講座の意義 
身体の内なる空間が広がるほど、生命力が働く余地
も広がります。 
法印とは、生命の本質へ入るための「門」です。本
講座では、生命の長さだけでなく、生命の深  
さ・広がりについても新たな視点から探究します。 

講座の価値 
本講座は、生命に対する認識を根本から見直し、

新しい視点を得ることを目的としています。 
老化や死を、変えられない宿命として捉えるだけ
ではなく、生命を探究する対象として見つめ直し
ます。 
また、従来「玄学」と呼ばれてきた領域を、実証
を重視する生命探究へとつなげていきます。 

第一の目標 
「別天地」の段階 
生命力空間を広げる 
黄庭では、老化を単なる避けられない宿命とは考え
ません。 
生命の働きが乱れ、本来の状態とのずれが積み重
なった結果として捉えます。 
また、死についても単なる終着点ではなく、生命情
報と時空との対位（整合）がまだ十分に完成してい
ない状態として探究します。 
別天地とは 

新しい生命の境地。より広い生命力空間。 

第二の目標 
「洞天福地」の段階 
宇宙の「原件」とつながる 
一滴の水の中に、大海全体を見るように、私たち一
人ひとりも、宇宙の本源とつながる存在であると黄
庭では考えます。 
生命力を高めるとは、本来の生命とのつながりを深
めることでもあります。 

洞天福地とは 
道教では理想的な修行の場を意味する。黄庭では、生命の根源
につながる境地として用いられる。 

修習によって得られる三つの段階 
第一段階（下士）
健康な身体 

明晰な思考 

より良い人生の流れ 

黄庭では、生命力が整うことによって、身体だけ
ではなく、思考や日常生活全体にも良い変化が現
れると考えます。病気の改善だけでなく、判断 
力、集中力、行動力も含めた生命全体の向上を目
指します。 

修練の最初の段階。まず自分自身の生命を整えることを目的
とする。 

第二段階（中士） 
自分を助ける
家族を助ける
人々に役立つ 

生命力が整うにつれ、自分だけではなく、周囲の
人々にも良い影響を与えられるようになることを目
指します。黄庭では、修練の成果は、社会や周囲へ
の貢献にもつながると考えます。 

自分自身だけではなく、周囲へ生命力を循環させる段階。 

第三段階（上士） 
天地と一体となる 
より広い生命の次元を探究する 

宇宙の本源（原件）とのつながりを深める 

上士とは、自己のためだけではなく、生命そのも
のを探究する段階です。宇宙とのつながりを深 
め、生命の本質を理解することを目指します。 

黄庭で示される修練の最高段階。 

生命の本質と宇宙との関係を探究する境地。 

この三段階は、単なる優劣ではなく、生命力の広がりを示
す一つのモデルとして説明されています。 
修練は、まず自分を整え、次に周囲へと広がり、最後には
生命そのものの探究へ向かう、という流れで理解すること
ができます。 



この講座の特徴 
繰り返し実践しながら検証できることを重視してい
ます。 
また、修練の過程で自ら修正し、生命を本来の状態
へ整えていくことを目指します。 
さらに、身体から細胞、生命、時空へと、異なる尺
度を一つの流れとして理解するための実践的な学習
体系を構成しています。 

修練を積み重ねることで、大海の全体性を映し出す 
「生命力の一滴」を育んでいきます。 
黄庭では、一滴の生命力の中にも、生命全体の情報
が宿るという考え方を重視しています。 

生命への入り口（法印）を見いだし、生命の根源へと
さかのぼり、生命情報を整えていくことを目指しま 
す。黄庭では、生命を単なる身体だけではなく、情報
としても捉え、本来の状態へ近づけていくという考え
方を用いています。 

五つの印修体系 
生命力空間を理解し、探究するために、五つの方法 
（印）を用います。

物理印 
化学印
論理印
心理印
時空印 

この「五印」の考え方は、生命を一つの方向からではなく、複数の
視点から総合的に理解しようとする方法論です。 

講師紹介 

梁蔭全先生 
• 一千万字に及ぶ古典・経典の筆写 
• 数百万例の加持実践と整理研究 

• 九百三十億光年時空対位の探究 
• 蜕⽣（たいせい、ぜいせい）の研究 
• 六十兆細胞共鳴技術の研究 

長年にわたり生命の探究を続け、独自の生命探究体系
を築いてきました。 

蜕⽣（たいせい、ぜいせい） 
黄庭独自の重要概念。 

生命が内側から新しく生まれ変わるように変化・成長していくこと。 

六十兆細胞共鳴 

人体全体の細胞が、生命力によって協調して働く状態を表す。 

この講座が対象とする方 
生命科学や健康分野を探究する方 
・生命科学 
・医療・健康分野 
・ウェルネス産業 
・アンチエイジング研究 

・量子生物学などに関心を持つ方 

長年修練を続けている実践者 
・内観 
・丹道 
・気功 
・身体修養 

などを実践してきた方。 

修練経験の有無よりも、実際に探究し続ける
姿勢を大切にしています。 

生命を理性的に探究したい方 
生命とは何か。

老化とは何か。

身体とは何か。 
こうした根本的な問いに、実践を通して向き
合いたい方。 

健康で長く充実した人生を送りたい方  
健康寿命を大切にしながら、身体だけでな 
く、心や生活全体を整えたい方に向けた講座
です。 

本講座は、宗教的な信仰を前提とする
ものではなく、実践を通して生命を探
究することを目的としています。 

（梁先生が繰り返し述べている 
「不宗教・不迷信・不玄学」 

という考え方に基づいています。） 

授業形式 
講義だけで終わるのではなく、 
受講期間中も継続して質問や交流を行いなが
ら、学びを深めていきます。 

授業期間 
2026年7月～2027年6月 



理性に基づく約束
基本的な姿勢 

梁先生は、次のように述べています。 

「論理が整っていることと、 
技術として成功することは同じではない。

最後に必要なのは、実証である。」 

理論だけで満足することなく、実際の修練を通して繰り返し確かめることを重視します。 

本講座は、 
ただちに不老不死を約束するものではありません。 

皆さまにご提供するのは、 
繰り返し実践し、自ら検証し、必要に応じて修正を重ねながら、生命を探究していくための一つ
の方法です。 

修練とは一歩一歩積み重ねていく実践の道であると考えています。 

結び 

教室で、 
宇宙の響きを聴こう
約１３８億年前、 

宇宙が誕生したとされるその瞬間の一声 

“嘭”（ドン）
その響きは

今日もなお 

星々の間にこだましている… 

 
そして、 

私たちの身体をつくる一つひとつの細胞も、 

その壮大な宇宙の歴史の中で生まれてきました。 

生命を宇宙とのつながりの中で捉え、自分自身の内なる生命を探究していきます。

皆さまと共に、学び、実践し、探究できることを楽しみにしています。 

2026年6月 吉日 梁蔭全 
リャン気功エネルギー空間 （株）烏龍堂 
〒164-0011 東京都中野区中央4-1-3 ボニータ新中野ビル4F
メール：ryankikouj@gmail.com 

mailto:ryankikouj@gmail.com
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